
はばたけの給食、おいしいのよ！ 

おいしそうに食べる 

お祝いの会のお寿司ケーキ！ 

すごいでしょ！ 

新しい機器ではかどります！ 

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月18回 1･2･3･5･6･7の日発行) 2016 年 5月 11日発行ＳＳＫＰ通巻６３２７号はばたけだよりNO.１３０ 

 

                                     

                                 
                        助成金で厨房機器を購入しました！ 

  

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクティビティセンターはばたけでは、このたび 公益財団法人 出光文化福祉財団 から、 

平成 27 年度助成金の交付を受けて、厨房設備の整備事業を完了いたしました。 

ここに事業完了のご報告を申し上げますとともに、公益財団法人 出光文化福祉財団 

をはじめ、ご協力を賜りました関係者の皆様に謹んで感謝の意を表します。 

大切に使わせていただきます。 
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また春の

野ざきの家

気予報のに

のこともあ

もボランテ

という少し

れました。

「桜を見る

れていくな

でも保たれ

の生活の基

の支援が必

が生活しや

 少ししん

を囲み職員

いっつも色

とりに感じ

っていたで

がこの様な

るのも支援

そんな楽

う。誰も抜

です。また

い、元気に

 

 野ざきの

ですが少し

ようになっ

ていること

ば相談に乗

しいんだ。」

うやって地

か。」と感無

なか双方向

せん。小さ

はなりませ

て成長して

日第 3種郵便物認

  

の心地よい季

家では 3 月 2

にらめっこは

あり随分段取

ティアの参加

し残念な桜の

 

ると故郷を思

なかで桜を見

れているもの

基盤にあって

必要となって

やすい社会の

んみりとして

員も一緒にな

色々やってく

じますが、お

であろうこと

な機会に少し

援者として大

楽しい時間は

抜けちゃダメ

た一年という

に生活できる

の家も 8 月で

しずつ地域の

ってきました

とがあって。

乗ってくれる

」と訪ねて

地域の方が訪

無量の思い

向の関係を構

さな実践、信

せん。色々な

ていきたいと

認可(毎月 18 回 1･

季節がやって

29 日、ルー

は今年も変わ

取りは良く安

加もあり楽し

の状況でした

思い出したり

見ただけで次

のなんだと改

て生活が成

ても、支える

の実現が可能

てしまいま

なってお弁当

くれるからこ

お一人で生活

とがいつの間

しでも昔の楽

大切にしたい

はあっという

メよ！」と言

う長い様であ

る様ご支援し

で丸 5 年を迎

の方、同業者

た。先日、近

すぐそこな

るって言って

来られまし

訪ねて来て下

でした。地

構築するのは

信頼や実績を

な形を模索し

と思います。

2･3･5･6･7 の日発

てまいりま

ーテル学院大

わらず…。ヤ

安心して皆様

しい時間を過

た。しかし、

り、子どもの

次から次へ

改めて思い

り立ってい

る人が必要

能と思ってい

したが、お花

当を食べなが

これくらい

活されてい

間にか時間

楽しかった記

い部分である

う間。最後

言って、皆様

あっという間

して行きたい

迎えます。小

者の方に認知

近所の方が

なんだけど。

てたから。話

た。その瞬

下さる事業所

地域、地域と

は並大抵の事

を積み上げて

しながら地域

  

（管理者

2 

発行) 2016 年 5 月

した。みな

大学に毎年恒

ヤキモキし

様をお連れ

過ごすことが

、風は無く

の入学式を思

と昔の思い

ました。そ

るのだなと

としている

います。 

花見の時間

がらノンアル

させてよ！

る方やご主

の流れ、環

記憶や出来

ると思います

は皆様で記

様がとびき

間の一年を

いと思います

小さな事業

知して頂け

「地域で困

。ここに来れ

話を聞いて欲

瞬間「やっと

所になったの

と言ってもな

事ではありま

て行かなくて

域の一員と

者 齋藤貴彦

月 11 日発行ＳＳ

さんお花見

恒例のお花見

ながらの当

れすることが

ができまし

、気温は過

思い出すな

出が溢れて

んな季節の

。どうして

方の「良い

はホントに

ルコールビ

」と注いで

主人を先に亡

環境の変化で

来事を経験で

す。 

記念撮影。あ

っりの笑顔

元気に過ご

す。 

所 

る 

っ 

れ 

欲 

とこ 

の 

なか 

ま 

て 

し 

彦） 

ＳＫＰ通巻６３２

には行かれ

見に行ってき

当日を迎えま

が出来てきて

た。が、、、な

過ごしやすく

ぁ。」としみ

てくる。人間

の花や場所、

ても歳をとっ

い環境」とな

に楽しかった

ールをお注

でもらったり

亡くされた方

で失っていく

できる機会が

ある方が「来

顔になったこ

ごしていける

２７号はばたけ

れましたか？

きました。開

ました。今年

ていると思い

なんと桜は三

く楽しくお弁

みじみ。色ん

間の脳は高性

人を取り巻

ったり障がい

なって支える

たです。皆様

注ぎして…。

り。そんな何

方、今までは

く…。人生で

があれば、一

来年もみんな

ことが本当に

る様、お気持

だより NO.１３

 

 

開花予測と天

年で 回目と

います。今年

三分咲き・・・

弁当を食べら

んな記憶が薄

性能でいつま

巻く環境が人

いを負って人

ることで誰も

様でテーブル

「あんたたち

何気ないや

はご自宅でや

ではあります

一役買って出

なで来ましょ

に嬉しかった

持ちに寄り添

０ 

天

と

年

・。

ら

薄

ま

人

人

も

ル

ち、

り

や

す

出

ょ

た

添
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この
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 「サポー

いる事業所

るというの

 利用者の

ですが、ヘ

することも

なかったヘ

ルパーと職

職員間で話

ていること

すが、日々

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度が

子どもたち

増えて賑や

しくなるよ

 

 

5 年間勤務

なりました

土屋より

5 年間

成長する

の社会人

こんにち

3 月ま

緒に、楽

いします

4 月に職員

サポー

日時：（

（

申し込み

受講料：

お問い合

のゆびとまれ

第 3種郵便物認

     

ートネットあ

所です。職員

のは、おおぞ

の方がガイド

ヘルパーが働

同様に大切

ヘルパー時給

職員とのコミ

話し合いを重

、感じてい

の積み重ね

がスタートし

に来てもらえ

かな毎日を送

うな居場所づ

務した土屋

た。みなさま

ひとこと。

ありがとう

子どもたち

人生活の中で

は梅田亜希

で「アクテ

楽しみながら

。 

員の異動が

トネットあ

講義）平成

実習）平成

み〆切：平成

：2,500 円（

合わせ：サポ

れ！みんな

認可(毎月 18 回

      

あすは」は移

員以外の人に

ぞら会の事業

ドヘルプを通

働きやすい環

切なことだと

給を今年度 4

ミュニケーシ

重ねています

いることを知

ねを大切に今

ました。この

えるようにな

送っています

づくりを目指

屋に代わって

まよろしくお

 

ございまし

ちの姿を沢山

でも本当に楽

希です！ 

ィビティセ

ら、いろいろ

がありました

すは主催 

28 年 6 月 4

28 年 6 月 12

成 28 年 5 月 2

含テキスト代

ポートネットあ

なであそぼ

1･2･3･5･6･7 の

     

移動支援、同

に支援を委託

業所の中では

通じて自分の

環境を作り、

と考えていま

4 月より引き

ションをもっ

す。日々のガ

知る努力をし

今年度も取り

の 3 月に高校

なりました。

す。今年度の

指していきた

て、4 月から

おねがいしま

した。 

山見せて頂き

楽しい５年間

センターはば

ろなことにチ

た。。。 

ガイドヘル

日(土)9:20～

2 日(日)～7 月

20 日（金）

代・保険代）

あすは（042

3 

日発行)2016 年

     

同行援護、居

託する、さら

は「サポート

の思いやや

ヘルパー活

ます。その第

き上げるこ

っと積極的に

ガイドヘルプ

しよう！これ

り組んでいき

  

校 3 年生 12

初々しい小

の Kids は“

たいと思いま

梅田が職員

ます。 

きました。自

間だったと思

ばたけ」で働

チャレンジ

ルパー養成研

～16:50／6 月

月 9 日(土)の

※別途実習経

22-36-5151

5 月 11 日発行

【移動

      

居宅介護、行

らに職員の

トネットあす

りたいこと

活動を長く続

第一歩として

とにしまし

にとるため

プの現場に職

れが次の目標

きたいと思い

2 名が卒業さ

小学 1 年生か

あそび”をと

ます！ 

員に 

自分 

思います。今

働いていまし

していきた

研修 

月 11 日(土)9

のうち１日間

経費（交通費

）まで 

ＳＳＫＰ通巻 63

動支援・居宅

     

行動援護の

目の届かな

すは」だけで

を実現させ

続けてもら

て、10 年間

た。時給面

にはどうし

職員が同行

標です。基

います。（管

【放

されたので、

から高校生ま

とことん追求

今までありが

した。あすは

いと思いま

:30～19:00 

費など）がか

327 号はばたけ

宅介護事業】 

 

ヘルパー派

ない場所で支

です。 

せることが事

えるよう工

間値上げする

面の努力だけ

たら良いか

行して、ヘル

基本的なこと

管理者 鷹

放課後等デイ

4 月より新た

まで、新しい

求して、放課

がとうござ

は Kids のみ

すので、よ

かかります。 

東京都

資格が

だよりＮＯ.130

派遣を行って

支援が行われ

事業所の役割

工夫、努力を

ることができ

けでなく、ヘ

かについても

ルパーが困っ

とではありま

觜 綾） 

 

サービス】

たに 11 名の

いお友だちが

課後が待ち遠

いました。

みなさんと一

よろしくお願

認定の研修修了

取得できます

0 

て

れ

割

を

き

ヘ

も、

っ

ま

の

が

遠

 

一

願

了
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  木々の緑が美しい季節になりました。春の風が気持ち良いですね。 

さて先日、知的障害、精神障害があり、一般就労している二人の 

方の話を聞く学習会に参加しました。一日のスケジュール、仕事の 

内容、通勤、食事のことなど、どれも興味深く、前向きで、元気を 

もらうことの出来る話ばかりでした。仕事の内容は、お一人は清掃 

作業、もう一人の方は郵便物の封入やチェックをしているとのこと 

でした。お二人とも、自分の仕事に責任とプライドを持って取り組 

んでおられることが印象的でした。 

 

発表の後、参加者からお二人に様々な質問がありました。「仕事をする上で大事なことは？」という質 

問には「速さではなく、正確に行うことが大事」「自分をリフレッシュさせること」「あいさつをすること」

「周りの人たちとコミュニケーションをとること」「時間を守ること」といったことを話されていました。

「長く仕事を続けるために必要なことは？」という質問には「生活リズムを整える」「体調が悪い時は率

直に伝える」「体力作りも大事」「あせらないでしっかり話を聞くこと。コミュニケーションの力を会社は

重視している」など、どれも納得させられる話ばかりでした。また「気が進まない仕事をする時の心構え、

気持ちの持って行き方は？」という質問には「とにかく会社に行ってしまう。行ってしまえば何とかなる」

「とにかく半日でも出てみる」といった答えでした。仕事をする上で大事なことは障害者、健常者といっ

たことは関係ないなあ、と感じました。「働いて良かったと思うことは？」という質問にお一人は「給料

やボーナスをもらえることがうれしい」といった後に「自分が社員の働く場所をきれいにしている。社員

のためになることをしてあげると、やりがいになる」と話されていました。もう一人の方には「働くとい

うことは自分にとってどういうことか？」という質問がされました。「働くということは給料をもらう喜

び、給料が上がる喜びがある。有給も使える。上司から後輩に教えることを求められる。仕事を教えるこ

とはやりがいがある。楽しいと感じる。自立も考えることが出来る。将来、結婚が出来るかもしれない」    

と話されていました。仕事をする中で認められ、役割を 

担うことが責任感や充実感、希望につながっていること 

がすっきりと理解出来ました。 

 

この学習会に参加して、今の充実感だけではなく、 

希望や見通しを持つことの大切さを感じました。人は仕 

事を通して認められることの喜びを知り、役割を持つこ 

とで責任感を得、希望を持ち、自己実現を目指す気持ち 

が芽生えることを再確認しました。 

工房時でも、所員一人一人が自分に合った役割を担い、 

充実感を得、自己実現に向けて歩いて行かれるような活 

動を目指して行きたいと、改めて考えさせられました。 

                              

（管理者 立野信行） 
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 「施設の

いでしょう

担う施設の

を担う様々

  

 はばたけ

難しい利用

手・添乗員

でローテー

するには、

せん。（現在

 中には

ない」とい

ました。し

利用者の好

てくれるな

も動じずや

1 日 2時間

く安心して

  

 そしても

が守り続け

べることの

「おいしい

は、なんと

安くてい

いじゃん！

を考えてく

ともありま

事を機に、

 

このよう

携わって成

であったり

歌中であっ

れですが、

とのつなが

いろいろな

になるので

第3種郵便物認可

     

の職員」と聞

うか。支援員

の核になる面

々な職種の職

けにとって欠

用者の送迎を

員が必要とな

ーションを組

運転・添乗

在 6名！）

「今まで知的

いう職員もい

しかし、「おは

好きなチラシ

など、ひとり

やさしく声を

間程度の短い

てお任せでき

もう 2人、調

けていること

の楽しみや大

いの作るから

とも微笑まし

いい食材を求

！」と忙しく

くれる 2人。

ますが、それ

ガイドヘル

うに、はばた

成り立ってい

り、自営業の

ったり、その

同じ地域に

がりは、何に

な人の中にあ

ではないかと

可(毎月 18 回 1･2･

     

聞いて、みな

員は、日中の

面々です。し

職員を紹介し

欠かせない

を毎日行って

なるため、支

組んでいます

乗専門で携わ

 

的障がいのあ

いて、初めは

はよう」から

シをこそっと

りひとりとの

をかけ、その

い時間の中で

きる存在です

調理の最強コ

との一つです

大切さを感じ

ら、お仕事が

しい光景です

求めて、買い

く盛り付けす

行事食のと

れだけ愛情を

ルパーの資格

たけは他にも

います。今回

の傍らであっ

の経歴も年齢

に住む、人生

にも代え難い

あってこそ、

と思っていま

3･5･6･7 の日発行

     

なさんまず思

の活動を考え

しかし、施設

します。 

「送迎車」。

ています。送

支援員も事務

すが、毎日

わってくれる

ある方とそん

はぎこちなく

ら始まり少し

と忍ばせてき

の関わりを大

の場から動け

でしっかりと

す。 

コンビをご紹

す。作り手の

じ、ほっとで

がんばってよ

す。 

い物かごいっ

する最中も利

ときは、自慢

を込めた給食

格を取って活

もたくさんの

回紹介した職

ったり、第

齢もスタンス

生経験も豊か

いものだと思

、バランスの

ます。（管理

5 

行) 2016 年 5 月

     

思い浮かべ

えグループ

設は支援員だ

ひとりで通

送迎車の運行

務員も施設長

3台を行き帰

る職員の力が

んなに関わ

く戸惑われ

しずつ関わっ

きてくれた

大切にして

けなくなった

と利用者の心

紹介。“自前

のぬくもりが

できる1日の

よ」…毎朝厨

っぱいに調達

利用者の様

慢の腕をふ

食は格別で

活躍してい

の人たちが

職員も主婦

2の人生謳

スもそれぞ

かな人たち

思いますし

の良い施設

理者 入倉暁

11日発行ＳＳＫ

 

【生活介

るのは直接

を運営し、

だけでは成

通うことが

行には運転

長もみんな

帰りで運行

が欠かせま

ったことが

ることもあ

って関係を築

り、日課の

くれていま

た利用者が

心に寄り添お

前給食”は自

が感じられ

の中で大切な

厨房をのぞ

達してきて

子をみて声

るうべく気

、その姿勢

るバイタリ

、 

暁子） 

ＫＰ通巻６３２

介護事業】 

利用者に携

利用者ひと

り立ちませ

り 

築いていき、

日めくりカ

す。不穏で

何を想って

おうとして

自慢のひとつ

る手作りの

な時間です。

きに行く利

くれたり、

をかけたり

合十分で時

勢に頭が下が

ティーも、

７号はばたけだ

   

携わる「支援

りひとりの

せん。今回は

 

、合言葉で和

レンダーを

で落ち着かな

ているのか一

くれる姿は

つであり、17

の食事を囲む

「今日の給食
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高齢者施
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援スタッフを
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家でアルバイ
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どの力がある
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いる入居者の
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施設で介護ス
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計５回に 

法人の野 

るルーテ 

て、学校 

した。 

として余裕

員を配置し

、お互いの

まう入居者

躇することな

目の前にい

ではあらゆ

てしたくな

 

気持ちを表現

人が後を絶た
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社会福祉

各事業や

ます。ぜ

第 3種郵便物認可

まぶしく、夏

後援会は 5 月

新たな一年を

れます。今後

新年度になり

規ご入会・ご

方からご入会・
ざいました。 

寄附（敬称略

法人１社よりご

由  法人

りご寄附をいた

年会費は

郵便口座

祉法人おおぞ

や今後展開さ

ぜひ、ご協力

可(毎月 18 回 1
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００円 

にお振込みくだ

人おおぞら会

＊ 

らいただいた

、後援会活動

27 号はばたけだ

過ごしでしょ

方策を皆様

、法人運営

す。 
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社会福祉法人おおぞら会 

・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）         三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）      武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）            武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）          三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家（共同生活介護）    
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最近、宮城の友人に会いに行き、ライブを観に行った。響く音が体を突き抜け、日常を離れて異空間が広がる。もちろん聴きながら 

日常を重ねていろいろ思うのだが、心は軽くなりリセットされる。やっぱりライブはいいなと思った。音楽をやっている人たちは、5年 

前の震災時「こんな時に歌を歌っていていいのだろうか」とためらったという話を聞いたが、それぞれその人にしかできないことがある 

としたら、そんな時こそ歌い手には歌ってほしい。それで涙を流し笑顔が戻り、明日の活力になるのだとしたら、それは誰にでもできる 

ことではない。その人なりの方法でずっとエールを送り続けることが、復興にとって大切なことだと思う。 

帰りに海沿いの街で5年前とほとんど変わらない風景を見た。諦めや絶望…そんな風景の中に、それでも前向きな生活がそこにあった。 

観客席で歌いながら泣いていた男の子が思い浮かんだ。そういう人々の中に、力になる歌がずっと響き続けてほしい。（いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0072東京都世田谷区祖師谷3-1-17-102 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  

information 

新メニュー登場！ 

～ から揚げ（3個） 250 円 

～ 深大寺ビール（小瓶） 390 円 

 

ご賞味くださいませ。 

三鷹市野崎2-6-41

人見街道「野崎」交差点すぐ
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